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１．研究の目的

本研究では、人権教育に関する概念の検討及

び人権教育に関する先行研究を踏まえた上で、

全国版中学校社会科公民的分野の教科書並びに

「障害」児・者の保護者に対する聞き取り調査

、 「 」の内容の分析を行い 人権教育における 障害

者差別の教材化を目的とした。

２．論文構成
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おわりに

３．研究の概要

第１章では、先行研究をもとに人権教育に関

する概念の検討を行った上で、まず本研究にお

いては 「人権教育」の目標を「基本的人権に、

関する知識の習得のみならず、日常生活におけ

る具体的な行動を可能にする技能・態度の育成

」 。 、「 」 、にある とした また 差別 の要因として

ステレオタイプと偏見の二つを抽出した上で、

「認知的要素のステレオタイプに基づいて、偏

見が形成され、その偏見が否定的態度・行動に

あらわれたとき差別になる」と指摘した。

次に、中学校社会科公民的分野における人権

教育の位置づけについて、現行の全国版教科書

すべての単元構成・内容を分析した結果 「人、

間の尊重と日本国憲法」という共通した単元名

が教科書の前半に位置づけられ、民主主義や民

主政治が「人間の尊重」を基盤としていること

が明らかとなった。

さらに、内容的な傾向として、日本国憲法に

保障する基本的人権の条文が多く記述され、知

識・理解が重視されていることを指摘した。

第２章では 「障害」者差別の教材化をはか、

るため、全国版教科書における「障害」者に関

する記述及び読み物資料の内容分析を行った。

、 、まず 全国版教科書における記述に関しては

次の二つの分析視点を設定した。

①「障害」者の実態に関する記述

②「ともに生きる」社会づくりに関する記述

分析の結果、視点①については 「障害」を、

持っていることで、不利な立場・不利な条件に

おかれ、不利益をこうむっているという実態と

不自由で不平等な状態におかれているという実

態の二点が強調されていること、視点②につい

ては、教育を受ける機会の保障や働く場・働く

機会の確保 「障害」者の視点に立ったまちづ、

くりといった物理的・制度的環境要因の改善へ

の努力を重視していることが明らかとなった。

次に、読み物資料の内容分析の結果 「自分、

らしく 「 障害』者とともに」という類似し」『

たタイトル名が使われ 「個性を認め合いなが、

ら人間として尊重し合う 「心の壁を取り除く」

ことが大切」といった観念的な内容であること
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が明らかになった。

以上の分析結果を踏まえ 「障害」者差別の、

教材化をはかる上で、以下の三つの観点が重要

であると指摘した。

① 読み物資料を学習教材として活用する意図

を明確化する。

。② 読み物資料の内容に関する視点を抽出する

③ 読み物資料の内容を視点を基に吟味する。

第３章では、先行研究を踏まえた上で 「障、

害」者差別をとらえる側面として、①「障害」

者に対する認識的側面、 ②「障害」者が「疎

ましい存在」という感情的側面、 ③「障害」

者は「すべての面で劣っている存在」という価

値判断的側面、 ④「障害」者を排除しようと

する行動的側面の４つを抽出した。

、 、「 」さらに この４つの側面に基づいて 障害

者差別の視点として ①認識レベルとしての特

別視、 ②感情レベルとしての嫌悪、 ③価値判

断レベルとしての優越感、 ④行動レベルとし

ての排除の４つを抽出し、その関連を次のよう

に表わした。

「障害」者差別の視点

⑤

特別視－①→嫌 悪－②→優越感－③→排 除

④

⑥

次に 「障害」者差別の克服に求められる視、

点として、①認識レベルとしての理解、 ②感

情レベルとしての共感、 ③価値判断レベルと

しての共存、 ④行動レベルとしての共生の４

つを抽出し、その関連を次のように表わした。

「障害」者差別の克服に求められる視点

❺

理 解－ →共 感－ →共 存－ →共 生❶ ❷ ❸

❹

❻

以上の「障害」者差別の４視点及び差別の克

服に求められる４視点の関連を基に 「障害」、

児・者の保護者を対象に実施した面接調査の内

容の分析を行った結果、次のようなことが明ら

かになった。

・小学校就学では 「障害」児に対する理解や、

共感があるかどうかで、特別視→排除の⑥段

階あるいは理解→共感の 段階に分かれる。❶

・児童生徒どうしの関わりの中では、理解→共

感→共存→共生といった 段階 段解 段階❶ ❷ ❸

へと高次に高まる事例が多く見られる。

・ 障害」児が社会に出ると、特別視→嫌悪の「

①段階あるいは特別視→優越感の④段階が見

られる。

第４章では、面接調査の内容に対する「 障『

害』者差別の視点」及び「 障害』者差別の克『

服に求められる視点」からの分析に基づいて、

各段階を対照化できる事例を抽出した上で、自

作の読み物資料としての開発に取り組み、学習

計画及び学習指導案の作成を行った。

教材化の方向は、教科書分析からの三つの観

点を踏まえ、読み物資料を学習教材として活用

する重要性を明確にした上で、差別の視点から

の各段階①から⑥、差別の克服に求められる視

点からの各段階 から ごとに自作の読み物資❶ ❻

料の教材開発をはかった。

そして、次の表にある各段階ごとの関連を重

、 。視しながら 段階ごとの学習指導案を作成した

特別視－①→嫌 悪 理 解－ →共 感❶

嫌 悪 －②→優越感 共 感－ →共 存❷

優越感－③→排 除 共 存－ →共 生❸

特別視－④→優越感 理 解－ →共 存❹

嫌 悪 －⑤→排 除 共 感－ →共 生❺

特別視－⑥→排 除 理 解－ →共 生❻

ここでは 「障害」者差別の視点と「障害」、

者差別の克服に求められる視点を対照化させな

がら、面接調査において聞き取った事例の内容

を生徒の発達段階も考慮しながら自作の教材化

に取り組み、生徒がどの段階であれば、どの読

み物資料を教材として提示することが有効であ

るかを例示した。
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